牧地区“山菜の里づくり”の取り組み　始まりました！
第１回『獣害柵の設置』

平成25年１０月５日（土曜日）、豊能町・牧地区での第１回活動が始まりました。
地区の活性化の取り組みを行う地元組織『牧農空間活性化協議会』が行う“山菜の里づくり”の活動の一環で、今年度は獣害柵の設置や遊休農地の復元、山菜苗の植え付けを行います。
ファンクラブ会員をはじめ、近畿農政局“みんなで耕し隊”の皆さんなど、たくさんの方が参加されました。
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シカ等の侵入を防ぐため、地区の農地全体を柵で囲みます。１枚１枚金網を設置していきます。





お昼ご飯は地元産野菜を使ったカレー。


地元の皆さんに用意


していただきました。





活動はまだまだ始まったばかり。


次回は１１月２３日（土曜日）の予定です。





牧農空間活性化協議会から、取り組みと作業内容の説明後、作業班に分かれて自己紹介。





資材（金網・鉄筋）を積み込み、


各班の持ち場に分かれました。





軽トラが通れない山の中は、小型の運搬車と人力で資材を運びます。


斜面は、“バケツリレー”ならぬ、“金網＆鉄筋リレー”。








